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昨
年
末
、
東
京
都
が
新
築
住
宅
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
を
二
〇
二
五

年
か
ら
義
務
化
す
る
と
発
表
し
た
。
「
や
っ
た
！
」
と
思
っ
た
。
政
府
が
曖
昧
な
態
度
で
原
子

力
回
帰
に
沈
も
う
と
す
る
時
に
、
小
池
知
事
が
ス
パ
ッ
と
言
い
切
っ
た
。 

 

放
っ
て
お
く
と
、
大
手
電
力
会
社
の
言
い
な
り
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化
が
進
ま
ず
、
そ
の

す
き
に
原
子
力
が
復
活
し
て
く
る
。
農
耕
地
の
上
や
山
を
越
え
て
延
々
と
続
く
送
電
線
と
か
、

台
風
の
た
び
に
起
き
る
大
規
模
停
電
は
、
人
間
の
知
恵
の
欠
如
の
象
徴
に
見
え
る
。
小
規
模
な 

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
様
々
な
地
域
に
分
散
さ
せ
れ
ば
、
大
掛
か
り
な
送
電
は
不
要
に
な
り
、
停

電
も
相
当
減
る
だ
ろ
う
。
分
散
化
の
第
一
歩
は
、
消
費
者
に
浸
透
さ
せ
て
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

実
績
を
作
る
こ
と
だ
。
東
京
都
が
や
れ
ば
消
費
者
の
意
識
も
変
わ
る
し
、
送
電
・
配
電
の
シ
ス

テ
ム
も
完
備
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
他
県
も
追
従
し
全
国
に
広
が
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
必
要
な
技
術
開
発
も
つ
い
て
く
る
と
思
う
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
化
で
は
、
発
電
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
水
素
燃
料
電
池
・
風
力
な
ど
の
脱
炭

素
機
器
を
使
用
し
、
熱
利
用
に
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
を
使
用
す
る
。
地
産
地
消
を
実
現
す
る

た
め
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
新
た
な
配
電
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
り
、
電
力
メ
ー

タ
ー
も
受
電
と
給
電
の
双
方
向
の
メ
ー
タ
ー
に
な
る
。
同
時
に
電
気
自
動
車
ほ
か
の
バ
ッ
テ

リ
ー
と
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
構
築
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
緊
急
時
の
電
源
と
し
て
も
非
常
に

有
効
で
あ
る
。 

従
来
の
集
中
発
電
に
比
べ
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
過
程
が
少
な
い
の
で
効
率
は
高
く
、
さ
ら
に

発
生
す
る
熱
を
熱
水
に
し
て
自
宅
や
地
域
で
使
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
総
合
効
率
は
二
倍
以

上
高
い
。 

現
在
は
、
分
散
型
は
装
置
の
初
期
費
用
が
高
価
で
あ
り
、
未
だ
送
配
電
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て

い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
適
用
実
績
を
増
や
せ
ば
コ
ス
ト
は
下
が
る
し
シ
ス
テ
ム
も
整
う
。
東
京

都
の
英
断
は
こ
れ
を
狙
っ
た
も
の
だ
。
さ
ら
に
都
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
も
注
力

し
、
水
素
燃
料
電
池
の
拡
大
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
解
決
の
停
滞
と
原
子
力
推
進
の
魑
魅
魍
魎
を
打
破
で
き
る
の
は
、

百
合
子
の
突
破
力
の
よ
う
に
思
え
る
。 
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出典：資源エネルギー庁（2022年 4月） 

ネットゼロ・エネルギー・ハウスの概念図 

 

出典：積水ハウス（2011年 8月） 

グリーンファーストハイブリッドの運転制御の概念図 

 

 

 

出典：環境省（2023年 3月）～自営線を活用したモデル～ 


